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当組合の概要 
 

名称  金沢中央信用組合（略称：ちゅうしん） 

所在地  石川県金沢市上近江町 15 番地 

設立  大正１３年２月４日 

出資金  ５億６千５百万円 

組合員数  ３,７２７名 

店舗数  ３店舗 

預金高  ２０９億円 

貸出金  ９６億円 

役職員数  ３３名 

  （令和元年９月３０日現在） 
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  経経  営営  理理  念念  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  

地地域域のの人人々々かからら必必要要ととさされれ、、信信頼頼さされれるる協協同同組組織織金金融融機機関関ととししてて

「「相相互互扶扶助助」」のの精精神神ののももとと、、中中小小零零細細事事業業者者・・勤勤労労者者ととととももにに栄栄ええるる。。 

 

 

  経経  営営  方方  針針  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  
 

Ⅰ．経営の健全性確保 
 

（１）取引先の悩み・経営課題を共有し、公認会計士・税理士等、外部の人材活用

等により問題解決の手助けを行い、堅い信頼関係の構築と取引先の事業の再

構築を側面的に支援することで貸出資産の健全化を進めます。 

（２）小口多数取引に徹し、収益力の強化とリスク分散を進め、リスク管理の強化

により資産の健全化を進めます。 

（３）リスク管理態勢の整備強化を図り、各種リスクを事前把握することにより、

リスクの顕在化の防止・抑制に努めます。 

 

Ⅱ．コンプライアンスの徹底 
 

（１）当組合では、組合員からの信頼獲得のため誠実かつ公正な業務の遂行等によ

り、顧客保護等管理態勢の構築・推進に努めます。 

（２）定期的な内部研修をはじめ、常勤監事による全職員に対する個別ヒアリング

の実施等により、コンプライアンスに対する意識の醸成と不祥事件の未然防

止に努めます。 

 

Ⅲ．働きがいの追求 
 

（１）組合員のニーズに応えられる人材を育成するため、通信講座を含めた研修体

制を整備するとともに自己啓発を促進します。 

（２）働く職員同士のコミュニケーションの向上と職員一人ひとりがスキルアップ

することにより働くことへの意義を感じ、働きがいのある職場づくりを目指

します。 

 

 

事  業  方  針 
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■貸借対照表 （令和元年9月30日現在）

（単位：千円）

項　　　　目 金　　　　額 項　　　　目 金　　　　額

109,681 20,994,155
7,083,441 当 座 預 金 1,343,875
6,280,850 普 通 預 金 5,537,441

国 債 540,710 通 知 預 金 103,400
地 方 債 324,330 定 期 預 金 13,254,073
社 債 3,245,650 定 期 積 金 676,354
株 式 22,300 そ の 他 預 金 79,009
投 資 信 託 146,105 800,000
そ の 他 の 証 券 2,001,755 当 座 借 越 800,000

9,650,077 39,563
割 引 手 形 10,012 未 決 済 為 替 借 2,380
手 形 貸 付 938,196 未 払 費 用 8,589
証 書 貸 付 6,856,521 給 付 補 て ん 備 金 348
当 座 貸 越 1,845,346 未 払 法 人 税 等 148

260,214 前 受 収 益 6,952
未 決 済 為 替 貸 508 職 員 預 り 金 7,853
全 信 組 連 出 資 金 196,300 リ ー ス 債 務 10,338
前 払 費 用 4,309 そ の 他 の 負 債 2,952
未 収 収 益 20,116 3,920
そ の 他 の 資 産 38,979 11,910

190,145 14,832
建 物 45,274 930
土 地 127,043 1,583
リ ー ス 資 産 ( 有 形 ） 10,155 35,875
その他の有形固定資産 7,671 12,121

4,494 252,209
ｿ ﾌ ﾄ ｳ ｴ ｱ ｰ 2,761 22,167,102
リ ー ス 資 産 ( 無 形 ） 143
その他の無形固定資産 1,589 565,493

252,209 普 通 出 資 金 365,493
△ 231,506 優 先 出 資 金 200,000
△ 211,819 200,000

資 本 準 備 金 200,000
541,167

利 益 準 備 金 187,352
そ の 他 利 益 剰 余 金 353,815

1,306,660
94,062
31,782

125,844
1,432,504

23,599,607 23,599,607

有 形 固 定 資 産

そ の 他 の 資 産

貸 出 金

（ う ち 個 別 貸 倒 引 当 金 ）

債 務 保 証 見 返

（ 資 産 の 部 ）

現 金

預 け 金

有 価 証 券

無 形 固 定 資 産

（ 純 資 産 の 部 ）

睡眠預金払戻損失引当金

出 資 金

負 債 の 部 合 計

その他有価証券評価差額金

退 職 給 付 引 当 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

利 益 剰 余 金

組 合 員 勘 定 合 計

負債及び純資産の部合計資 産 の 部 合 計

土 地 再 評 価 差 額 金

評 価 ・ 換 算 差 額 等 合 計

純 資 産 の 部 合 計

貸 倒 引 当 金

資 本 剰 余 金

（ 負 債 の 部 ）

預 金 積 金

借 用 金

繰 延 税 金 負 債

再評価に係る繰延税金負債

債 務 保 証

そ の 他 負 債

偶 発 損 失 引 当 金

賞 与 引 当 金

財務状況

主 要 計 数 の 報 告

( ）
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■損益計算書 （令和元年4月1日～令和元年9月30日）

（単位：千円）

項　　　　目 金　　　　額

140,268

124,867

貸 出 金 利 息 86,992

預 け 金 利 息 5,683

有 価 証 券 利 息 配 当 金 24,460

そ の 他 の 受 入 利 息 7,730

12,310

受 入 為 替 手 数 料 6,416

そ の 他 役 務 収 益 5,893

1

国 債 等 債 券 売 却 益                -

そ の 他 の 業 務 収 益 1

3,088

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 1,727

償 却 債 権 取 立 益 1,242

そ の 他 の 経 常 収 益 118

137,976

1,061

預 金 利 息 883

給 付 補 て ん 備 金 繰 入 額 90

借 用 金 利 息 68

そ の 他 の 支 払 利 息 19

10,402

支 払 為 替 手 数 料 2,433

そ の 他 の 役 務 費 用 7,968

91

そ の 他 の 業 務 費 用 91

1,800

123,231

人 件 費 74,878

物 件 費 46,908

税 金 1,444

1,389

そ の 他 の 経 常 費 用 1,389

2,292

               -

0

2,292

148

2,144

592

2,484

業 務 純 益

コ ア 業 務 純 益

経 常 収 益

資 金 運 用 収 益

役 務 取 引 等 収 益

そ の 他 業 務 費 用

役 務 取 引 等 費 用

そ の 他 業 務 収 益

そ の 他 経 常 収 益

経 常 費 用

資 金 調 達 費 用

税 引 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益

経 費

そ の 他 経 常 費 用

特 別 利 益

特 別 損 失

法 人 税 ・ 住 民 税 及 び 事 業 税

経 常 利 益

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入
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（単位：千円）

経過措置による
不　算　入　額

経過措置による
不　算　入　額

1,304,208 1,306,660

765,185 765,493

549,572 541,167

10,549 -

- -

17,886 19,687

17,886 19,687

- -

- -

- -

9,878 9,878

1,331,973 1,336,225

5,340 - 4,494 -

うち、のれんに係るものの額 - - - -

5,340 - 4,494 -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

 公的機関による資本の増強に関する措置を通じて発行さ
 れた資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項目
 の額に含まれる額

項　　　　　目
平成31年3月末

 普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額

うち、出資金及び資本剰余金の額

うち、利益剰余金の額

うち、外部流出予定額（△）

うち、上記以外に該当するものの額

 土地再評価額と再評価直前の帳簿価額の差額の45パーセ
 ントに相当する額のうち、コア資本に係る基礎項目の額
 に含まれる額

 コア資本に係る基礎項目の額　　        　　　　(イ)

 無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係
 るものを除く。）の額の合計額

うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツ
に係るもの以外の額

 コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計
 額

うち、一般貸倒引当金コア資本算入額

うち、適格引当金コア資本算入額

 適格旧資本調達手段の額のうち、コア資本に係る基礎項
 目の額に含まれる額

 繰延税金資産（一時差異に係るものを除く。）の額

 適格引当金不足額

 証券化取引に伴い増加した自己資本に相当する額

 負債の時価評価により生じた時価評価差額であって自己
 資本に算入される額

 前払年金費用の額

 自己保有普通出資等（純資産の部に計上されるものを除
 く。）の額

 意図的に保有している他の金融機関等の対象資本調達手
 段の額

 少数出資金融機関等の対象普通出資等の額

 信用協同組合連合会の対象普通出資等の額

 特定項目に係る10パーセント基準超過額

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当する
ものに関連するものの額

うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形
固定資産に関連するものの額

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）
に関連するものの額

令和元年9月末

 コア資本に係る基礎項目　（１）

 コア資本に係る調整項目　　(２)

自己資本の状況
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（単位：千円）

経過措置による
不　算　入　額

経過措置による
不　算　入　額

項　　　　　目
平成31年3月末 令和元年9月末

- - - -

- - - -

- - - -

- - - -

5,340 4,494

1,326,633 1,331,731

12,157,784 12,223,141

43,904 43,904

- -

- -

- -

- -

43,904 43,904

509,467 509,467

- -

- -

12,667,251 12,732,609

10.47% 10.45%

自己資本比率の算出方法

（注）１．自己資本比率の算出方法を定めた「協同組合による金融事業に関する法律第6条第1項において準用する銀行法第14条の2

　　　　の規定に基づき、信用協同組合及び信用協同組合連合会がその保有する資産等に照らし自己資本の充実の状況が適当であ

　　　　るかどうかを判断するための基準」（平成18年金融庁告示第22号）に係る算式に基づき算出しております。なお、当組合は国内

　　　　基準を採用 しております。

　　　2．オペレーショナル・リスク相当額については、令和元年9月末では算出していませんので、平成31年3月末において算出した額

        をそのまま使用しております。

 特定項目に係る15パーセント基準超過額

うち、その他金融機関等の対象普通出資等に該当する
ものに関連するものの額

うち、モーゲージ・サービシング・ライツに係る無形
固定資産に関連するものの額

うち、繰延税金資産（一時差異に係るものに限る。）
に関連するものの額

 コア資本に係る調整項目の額　　　　　　　   　 (ロ)

うち、前払年金費用

うち、他の金融機関等向けエクスポージャー

うち、上記以外に該当するものの額

 オペレーショナル・リスク相当額の合計額を８パーセン
 トで　除して得た額

 信用リスク・アセット調整額

 自己資本の額((イ)－(ロ))　　　　     　　  　（ハ）

 信用リスク・アセットの額の合計額

うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入さ
れる額の合計額

うち、無形固定資産（のれん及びモーゲージ・サー
ビシング・ライツに係るものを除く。）

 オペレーショナル・リスク相当額調整額

 リスク・アセット等の額の合計額　　　　　    　(ニ)

 自己資本比率((ハ)／(ニ))

 自己資本

 リスク・アセット等　　(３)

 自己資本比率

うち、繰延税金資産

1,331,731千円

12,732,609千円
× １００ ＝ 10.45％

自己資本額

リスク・アセット等

令和元年9月末の自己資本比率は、自己資本額は増加したものの、リスクアセット等も増
加し、前期末比 0.02ポイント低下して10.45％となりましたが、国内基準の4％を上回る自
己資本比率を確保しております。
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（単位：千円、％）
平成３１年３月末 令和元年９月末

金 額 構成比 金 額 構成比

（単位：千円、％）
平成３１年３月末 令和元年９月末

金 額 構成比 金 額 構成比

（単位：千円）
項 目 平成３１年３月末 令和元年９月末

（注）１． 時価は、期末日における市場価格等に基づいております。
なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものについては、帳簿価格で表示しております。

２． 「金銭の信託」及び「デリバティブ等商品」は、該当がないため記載しておりません。

27.5
合　　　　計 9,531,999 100.0 9,650,077 100.0

個人（住宅・消費・納税資金等） 2,696,878 28.3 2,652,399

　　　-
雇 用 ・ 能 力 開 発 機 構 等 - 　　　- - 　　　-
地 方 公 共 団 体 - 　　　- -

　　　-
小　　　　計 6,835,121 71.7 6,997,677 72.5

そ の 他 の 産 業 - 　　　- -

20,994,155 100.0
8,293,809

21,721,596
38.2

100.0
37.1

　　　-

0.3

　　　-

　　　-

0.5

そ の 他 の サ ー ビ ス 364,354 3.8 309,390 3.2
医 療 、 福 祉 - 　　　- -
教 育 、 学 習 支 援 業 6,328 0.1 - 　　　-
生活関連サービス業、娯楽業 27,292 0.3 27,592
飲 食 業 589,921 6.2 564,410 5.8
宿 泊 業 - 　　　- -
学術研究、専門・技術ｻｰﾋﾞｽ業 40,107 0.4 51,140 0.5
物 品 賃 貸 業 - 　　　- -
不 動 産 業 1,746,152 18.3 1,922,539 19.9
金 融 業 、 保 険 業 50,000 0.5 50,000

1.9
卸 売 業 、 小 売 業 3,106,922 32.6 3,239,620 33.6
運 輸 業 、 郵 便 業 196,421 2.1 186,710

　　　-
情 報 通 信 業 - 　　　- - 　　　-
電気、ガス、熱供給、水道業 - 　　　- -

　　　-
建 設 業 229,721 2.4 233,053 2.4

-鉱 業 、 砕 石 業 、 砂 利 採 取 業

2,750農 業 、 林 業

　　　- -
漁 業 - 　　　- -

6,039,362 6,283,042
85,670 132,130

4.9 410,469
0.0

　　　-
13,217 0.1

製 造 業

個 人

法 人

合 計

13,427,787

4.3

61.8 13,208,339 62.9
7,785,815

評 価 損 益

5,953,692 6,150,911取 得 価 格 ( 簿 価 )

時 価

項

項

目

464,683

目

預金積金の状況

有価証券の時価情報

貸出金の状況
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（単位：百万円、％）
担保・ 貸倒 保全額 貸倒引当

区 分 債権額 保証等 引当金 (D)= 保全率 金引当率

(A) (B) (C) (B)+(C) (D)/(A) (C)/(A-B)

平成３１年
３月末

令和元年
９月末

平成３１年
３月末

令和元年
９月末

平成３１年
３月末

令和元年
９月末

平成３１年
３月末

令和元年
９月末

平成３１年
３月末

令和元年
９月末

平成３１年
３月末

令和元年
９月末

１． 令和元年9月末の計数は、「金融機能の再生のための緊急処置に関する法律施行規則」第4条に規定
する各債権のカテゴリーにより分類し、以下の簡便な方法により算出しております。
債務者区分については原則として 平成31年3月末時点における自己査定による債務者区分を基準と
しております。 但し4月1日から9月末までに倒産、不渡り等の客観的な事実による債務者区分の変
更等のあった債務者については、当組合の定める基準に基づく見直し後の債務者区分によっており
ます。

２． 「破産更正債権及びこれらに準ずる債権」とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続開始の申
立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

３． 「危険債権」とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、
契約に従った債権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

４． 「要管理債権」とは、 3か月以上延滞債権（元金又は利息の支払いが、約定支払日の翌日を起算日
として 3か月以上延滞している貸出債権）及び貸出条件緩和債権（経済的困難に陥った債務者の再
建又は支援を図り、当該債権の回収を促進すること等を目的に、債務者に有利な一定の譲歩を与え
る約定条件の改定等を行った貸出債権）に該当する債権です。

５． 「正常債権」とは、債務者の財政状態及び経営成績に問題がない債権で、「破綻更正債権及びこれ
らに準ずる債権」、「危険債権」、「要管理債権」以外の債権です。

６． 「担保・保証等（Ｂ）」は、自己査定に基づいて計算した担保の処分可能見込額及び保証による回
収が可能と認められる額の合計額です。

７． 「貸倒引当金（Ｃ)」は、「正常債権」に対する一般貸倒引当金を控除した貸倒引当金です。

 不  良  債  権  計

 正   常   債   権

合 計

 破産更正債権及び

 これらに準ずる債権

 危   険   債   権

 要  管  理  債  権

86 39 47 86

85 35 50 85 100.0 100.0

100.0 100.0

98.4 93.3

98.4 93.7

734 559

720 545 164 709

163 722

245 126 13 139

229 105 12 117 51.3 10.0

56.8 11.2

88.2 64.71,049 700

1,052 710 225 935

226 926

8,719

8,857

9,769

9,910

88.8 65.8

金融再生法開示債権及び同債権に対する保全状況

金融再生法開示債権は、対平成31年3月末比0.12ポイント低下（改善）し不良債権比率は
10.62％となりました。

なお、貸倒引当処理は確実に実施し、担保・保証等による保全と貸倒引当金により
88.8％が保全されており将来のリスクに備えております。

7

HONBUUSER103

ちゅうしんREPORT２０19．９



 

 
当組合は、金沢市の武蔵ヶ辻近江町地区・駅西地区・大野地区に店舗を配置し、石川県内において

事業を営む食料品取扱業者、勤労者、その他の協同組織、及び金沢市・白山市・かほく市・野々市市・

河北郡内の中小規模の事業者、勤労者、その他の協同組織、住民が組合員となって、お互いに助け合

い、発展していくという相互扶助の理念に基づき運営されている協同組合組織金融機関です。 

中小零細事業者や勤労者、その家族、住民など一人ひとりの顔が見える取引、すべてに手の届くキ

メ細かな取引をモットーにしており、常にお客様（組合員）の事業の発展や生活の質の向上に貢献す

るため、組合員の利益を第一に考える事を活動の基本としております。 

また、地域社会の一員として、組合の経営資源を活用し、地域社会の生活の質の向上や文化の向上

に積極的に取り組んでおります。 

 

 

◆中小企業支援への取組み 

○ 当組合と北陸税理士会は中小企業支援のための連携協定を締結しており、中小企業の育成、事

業承継、経営相談等、北陸税理士会と相互に連携してより一層の支援を行ってまいります。 

 

○ 当組合の主要なお客様である金沢市中央卸売市場の、卸、仲卸、関連業者、開設者等の将来を

担う若手を集め、市場を一つの経営体として捉え次世代を創造する市場人を練磨育成するため

に発足した『金澤市場人「錬成塾」』に講師を派遣し運営に協力しています。 

 

◆「コミュニティローン」への取組み 

当組合では営業店ごとに地域等（コミュニティ）の特性が異なるため、そのコミュニティに合った商

品を提供し地域の振興・活性化への貢献に取組んでいます。 

また、地域の振興・活性化のための保証・担保に過度に依存しない事業者ローンについても取組んで

います。 

○ コミュニティに合った商品を提供し地域の振興・活性化に取り組んでいます。 

「近江町市場商店街活性化ローン」 

近江町市場商店街振興組合の組合員で市場内の営業継

続のための資金を必要とされる事業者を対象とする保

証・担保に過度に依存しないローン 

「大野町商工振興会活性化ローン」 

大野町商工振興会の加入者で大野町での営業継続のた

めの資金を必要とされる事業者を対象とする保証・担保

に過度に依存しないローン 

「経営者支援ローン」 

金沢市近江町地区、金沢中央卸売市場地区および金沢市

大野町地区の事業者を対象とする保証・担保に過度に依

存しないローン 

 

○ 当組合と職域提携を締結された企業等の役員・従業員様に対し利便性を高めた職域向けローン

の取り扱いを行っています。 

「職域提携ローン」（目的型とフリー型の２種類をご用意） 
当組合と提携された企業（組合）の従業員様（協同組合の場合は、組合員およびその従

業員様）を対象とした専用ローン 

地 域 ・ 社 会 貢 献 活 動 の 取 組 み 

お取引先への支援状況及び地域の活性化のための取組状況 

地域に貢献する信用組合の経営姿勢 
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◆地域貢献への取組み 

○ 店舗のロビーをお客様の交流の場と位置付け、地域の方々へ開放し、ご利用いただいておりま

す。なお、大野営業部では、広い専用のコミュニティスペースを設け、お客様に利用いただき

好評を得ています。 
 

                                    ▼子どもたちの作品展 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 地域の各種イベントへの協賛や運営の協力を行って、地域の活性化に取り組んでいます。 
                                                     ▼近江町市場「大行燈まつり」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
     ▲百万石まつり踊り流し 

 
 

○ 当組合では、９月３日「しんくみの日」に合わせ 
９月４日に「近江町市場」と「金沢中央市場通り 
商店街」周辺において役職員が参加して清掃活動 
を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

○ 役職員が献血を定期的に行っています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                      

文化的・社会貢献に関する活動 
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◆バリアフリーへの取組み 

○ 当組合では、「認知症サポーター認定所」に登録され、地域で

生活する高齢者が、認知症という病気になっても住み慣れた

地域で安心して生活できるよう貢献してまいります。 
 

○ 視覚障がい者の方にもご利用いただけるよう、点字や触覚記

号を配置し、また、ご高齢者にとっても使い易いように「か

んたん操作モード」を搭載したＡＴＭを全店で導入していま

す。 
 

○ 当組合では、バリアフリーを推進する観点から、「コミュニケ

ーションボード」および「筆談ボード」を全店に設置いたし

ました。「コミュニケーションボード」は、聴覚障がい者など

話し言葉や文字によるコミュニケーションに不安を感じてい

らっしゃるお客様と手続き内容等について円滑に意思疎通を

図るためのツールとしてお客様および当組合双方で利用して

いくものです。また、大野営業部では、リニューアルにあわ

せ全窓口をローカウンターとし、障がい者やご高齢者の方も

ゆっくりお話ができる態勢といたしました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲認知症サポーター認定所 

▲コミュニケーションボード 

          ～ 懸賞金付き定期預金 ～ 

         New あたるくん 

 
 当組合では、懸賞金付きの定期預金「New あたるくん」を募集しました。大変ご好評
の中で募集を終了し、令和 元年 11月 13 日にお客様立ち会いの下、1等５万円があたる
抽選会を実施し、当選番号が決定いたしました。 
 
 また、本年も 11 月より募集を開始させていただきますので、ご利用お待ちしておりま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▲抽せん会の様子 
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≪  店舗のご案内 ≫  

 
 
 

 

     大大野野営営業業部部  

 

 

           市市場場支支店店  

 

 

 

 

                   本本店店営営業業部部  
 
 
 
 
 

 

 
本店営業部 （視覚障がい者対応 ATM 設置店） 

認知症サポーター認定所 
〒920-0905 

石川県金沢市上近江町１５番地 
TEL:076-261-7111 FAX:076-222-5900 

 

 
市場支店  （視覚障がい者対応 ATM 設置店） 

認知症サポーター認定所 
〒920-0024 

石川県金沢市西念４丁目７番１号 
TEL:076-263-2201 FAX:076-223-5125 

 

 
大野営業部 （視覚障がい者対応 ATM 設置店） 

認知症サポーター認定所 
〒920-0331 

石川県金沢市大野町４丁目１６３番地 
TEL:076-267-1175 FAX:076-267-1176 

 
※ 認知症サポーター認定所では、「認知症サポーター養成講座」を受講した職員を配

置しています。 
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